
で囲まれた部分は必ず旅券名義人である申請者本人が記入してください。

記入しないでください。

・

◆一般旅券発給申請書の記入例
◎裏面も必ず記入してください。

◎黒か青の濃いインク又はボールペンで、所定の枠内にかい書体で記入してください。

（サインペン・マジック・筆ペン・消せるインクを使用したボールペン不可）

◎ この用紙は機械で読み取りますので、折り曲げたり、汚したりしないでください。

◎ 記入ミスをした場合は、二本線で消して訂正してください。（修正液・テープ不可）

「所持人自署欄」の訂正はできません。（新しい申請書に書き直してください。）

代理提出の場合は申請者本人による訂正であることを確認させていただくことがあります。

申請の際にお預かりした個人情報については、旅券発給以外には使用いたしません。

ただし、海外での事故の援護など、旅券発給以外の公の目的に利用されることがあります。

出発予定日を記入してく

ださい。（未定の場合は

「－」を記入してくださ

い）

主要渡航先での滞在期間

を「レ」印を記入 してく

ださい。（※３月以上に

なる場合は「在留届」の

提出が必要です。）

必ず代理人（引受人）本

人が 記入してください。

代理提出の場合に記入してください。ただし、申請者本人が未成年者又は成年被後見人であり、法定代理人

（親権者又は後見人）が代理で提出する場合は記入の必要はありません。

本人の申請に必要な書類と代理人の本人確認の書類（運転免許証、マイナンバーカード等）が必要です。

記入しないでください。

記入しないでください。

・戸籍どおりににかい

書体で記入してくだ

さい。

・ヨミカタはカタカナ、

ローマ字はヘボン式

ローマ字の大文字で

記入してください。

※氏名の読み方や表記

は一度登録すると原

則変更できません。

戸籍どおりに番地まで
記入してください。

いままでに旧姓を含め
旅券の発給を受けたこ
とがある方は「ある」
に「レ」印を記入し最
後に発給を受けた旅券
について記入してくだ
さい。
今回初めて申請する方
は「ない」に「レ」印
を記入してください。

18歳以上の方が5年旅券を申請する場合

は申請者本人が（ ）内に「5」と 記入

してください。

住民票記載どおりの住

所と、勤務先などの日

中の連絡先を記入して

ください。

海外渡航中に日本国内

にいる家族等を 記入 し

てください。

よく読んで該当する方の□に「レ」印を 記入してください。

「はい」に該当する方は別途手続きが必要ですので必ず事前に申し出てください。

注意：虚偽申請は罰せられます（旅券法第23条及び刑法第157条）

「ある」又は「ない」
に「レ」印を記入して
ください。

本人確認のために印鑑登

録証明書を使用する場合

は、法定代理人署名欄の

上余白に押印してくださ

い。（登録印を御持参く

ださい。）

・所持人自署はそのまま転写されます。

・小学生以上の方は、申請者本人が署

名してください。

・漢字で署名できない方は、ひらがな

でもできます。

【代筆について 】

・申請者が未就学の乳幼児で本人が署

名できない場合は、 その法定代理人

（父又は母等）が代理署名を するこ

とができます。

・障がいなどの理由で署名が困難な場

合は、 法定代理人・配偶者等が代理

署名することが できますので、事前

にお問い合わせください。

【不適当な自署例】

・ 枠からはみ出した署名

・署名をなぞったもの

・インクが薄い、カスレ

申請者が未成年者又は 成

年被後見人の場合、必ず

法定代理人本人の署名が

必要です。

※遠隔地に在住等で申請

書に直接記入できない場

合ば旅券申請同意書が必

要です。

申請日を記入してくださ

い。

記入しないでください。

外国籍を有する方は

「はい」に「レ」印を

記入してください。下

の項目も記入してくだ

さい。

ヘボン式と異なるローマ

字を希望する方、別名併

記を希望する方はこの欄

に記入してください。

（別途証明資料等が必要

な場合があります。）

※ローマ字表記は一度選

択すると原則として変更

できません。

所持人自署 申請者本人が記入

✕

✕

✕

5年旅券の発給 申請者本人が記入

刑罰等関係 申請者本人又は法定代理人が記入

氏 名

本 籍

過去に申請した

旅券の受領

旅券の所持歴

外国籍の有無

現 住 所

緊急連絡先

申請書類等提出委任申出書 ※申請者記入欄と引受人記入欄は代理提出の場合に記入してください

出発予定日

主要渡航先での

滞在期間

旅券面の氏名表記

法定代理人署名

２ ５
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